
大
正
岡
与
宍
制
コ
品
工
図
鑑
空
三
一
荷
剛
健
駒
認
町
内
・
・
一
個
↓
固
・
日
ν
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品

副

嘩

服

務
口
業
税
に
於
け
る
累
進
課
税

平
均
生
魔
力
説
に
つ
い
て

我
国
以
生
命
保
険
業
の
首
唱
・
こ
先
駆

料
消
静
問
中
ご
純
消
動
啓

組

肌

拡

河

北
米
合
衆
凶
の
段
業
問
題

景
気
盛
動
ご
日
本
逸
民
本
主
義
の
成
立
・
担
梼
刷
工

明

治

政

府

の

貸

附

金

!

・

純

一

附

串

士

雄

咽

錦

町

漁
業
に
つ
い
て
の
一
管
見
・
・

t甲
山
川
士

徳
川
時
代
の
商
人
カ
ル
テ
ル
-
-
-
組
叩
問
地
γ

士

濁
逸
信
用
組
合
の
近
状
-
-
-
-
-
制
神
甲
土

禁
漁
制
度
に
就
て

新
地
租
法
案

ω
椅
卒
・

近
著
外
刷
純
情
相
雑
誌
主
要
論
題

麓

• .. 

帥

戸

正

雄

文
串
博
士
高
田
川
同
品

化

明

博

士

三

浦

周

行

士
串
博
士
米
田
庄
太
郎

出
明
博
士

担
持
品
中
士

-
畑
消
吊

J

相
岬
川
中
博
士

人

木

芳

之

助

谷

口

吉

彦

古

川

秀

造

財

部

静

的

菅

野

和

太

郎

楠

見

一

正

岡

本

清

治

沙

見

三

郎



常、

品皿

議

我
闘
に
於
け
る
生
命
保
険
業
山
首
唱
と
共
先
師
(
ニ
)

第
二
十
九
巻

，、
，、
ぜ1

第
五
挽

プミ

我
聞
に
於
げ
る
生
命
保
険
業
の
首
唱
三
其
先
駆

( 

一一) 

|
|
若
山
儀
一
氏
Z
日
東
保
生
曾
枇
|
|

浦

周

行

目団

日
東
保
生
曾
赴
ゆ
成
立

煙
幕
に
柚
制
さ
れ
た
や
う
な
其
後
山
消
息
に
つ
い
て
は
・
若
山
氏
が
明
治
十
三
年
(
十
月
の
曾
枇
設
立
許
可
後
)
某

新
聞
(
中
外
物
倒
新
報
h
r
)

に
匿
名
で
日
東
保
生
曾
枇

ω事
業
一
L
つ
い
て
寄
書
し
た
も
の
芭
貸
し
き
草
稿
の
巾
に
於

て
、
多
少
の
索
線
ぜ
思
は
る
、
も
の
が
得
ら
れ
な
い
で
は
な
い
。

そ
れ
仁
は
先
づ
氏
ご
保
険
事
業
Z
の
関
係
が
告
白
き
れ
て
ゐ
る
。

A
T
其
文
を
左
仁
抄
録
す
る
吉
、

余
力
材
置
雲
ノ
え
-
一
若
山
儀
一
ナ
ル
者
7
9
、
(
卸
チ
後
起
人
中
ノ
一
名
)
往
年
朝
命
ヲ
奉

V
7
米
国
-
一
一
駐
留
セ

ル一境、
R

公
務
ノ
伶
眠
、
是
等
ノ
事
業
7

-

ア
毛
心
ヲ
寄
セ

7
見
間
三
蹄
朝
ノ
級
、

イ
カ
ア
我
邦
-
一
毛
日
比
設
ア

ラ
て
世
ノ
利
益
ト
ナ
U

F

1

砂
カ
ラ
ジ
ト
日
夜
-
一
一
応
ヒ
居

p
v
ヵ
、
官
街
ノ
務
ニ
逗
ナ
F
、
心
ナ
ラ
A

桂一駅

止
セ
V
V
F

一
、
去
戸
十
年
ニ
、
官
擬
古
島
ヒ
波
捌
ヲ
肌
戸
ノ
後
川
、
羽
ヲ
僻
V
7
復
仕
へ
そ
民
間
二
仕
2

7
、

偏
ニ
一
肌
曾
ノ
会
盆
ヲ
進
ム

Y
寸
ヲ
務
へ
我
風
俗
ノ
後
闘
-
一
心
ヲ
周
ヒ
サ
U
F

寸
ヲ
憂
え
先
第
一

-t防
曾
枇



ヲ主-一
7

、
世
人
工
似
徳
ヲ
糊
メ
ン
ト
志

v、
(
明
治
十
年
の
事
)
某
-q
ノ
貴
編
彼
是
ノ
宮
両
(
安
田
袋
村
等
を

い
ふ
)
-
一
出
入
シ
、
共
士
山
ヲ
時
間
て
其
場
ヲ
詞

p
v
-
1
共
同
同
士
現
V

毛
術
早
三
時
至
9
月
、
或
』
事
業
大

ナ
レ
A

容
易
品
企
ヅ
へ
カ
-
7
1
、
或
』
醐
鴨
尾
ニ
川
附
カ
ン
屯
、
創
業
ノ
事
同
カ
足
ラ
ナ
レ
』
僻
セ
ン
ナ
ト
イ

ヒ-一
7
、
俄
初
-
一
毛
並
で
で
刀
ヲ
協
セ
Y

ト
f
y
者
ナ
カ

p
v
ヵ、

英
中
一
貴
樹
(
大
限
重
信
侯
を
指
す
)
ノ
ミ
濁

リ
ノ
初
メ
ヨ
9
希
闘
ヲ
賛
成
セ
一
ア
V

、
y
』
我
枇
曾
品
問
盆
T
U
Y
寸
ナ
レ
て
余
毛
一
陣
H

ノ
カ
ヲ
副
〈

ず

ι' 

ト
事
業
豆
重
ナ
レ
ぺ
宜
ク
認
耐
勉
強
百
折
不
義
ノ
気
象
7
存

v-プ
事
-
一
従
』
サ
ル
へ
カ
ラ
λ

ト
奨
胤
セ
ラ

v
、
猶

Mmナ
カ
一
フ
庇
保
セ
一
フ
戸
、
で
臨

y
、
爾
来
同
氏
』
巳
カ
本
業
ヲ
外
-
一

U
7
、
多
ク
ρ

助
事
-
-
閥
ド
ル

鰍
氷
λ
ノ
若
古
ヲ
砂
獄

u
、
時
々
人
ヲ
傭
ヒ
、

成
』
知
人
-
一
託

v-7
、
本
邦
各
地
ノ
人
民
カ
生
死
ノ
統
計
ヲ

取
調
へ
、
或
ρ

算
術
ニ
官
民
セ
U
F

人
工
詑
V

一
ア
、
生
命
ノ
中
欽
ヲ
計
リ
、
成
山
自
己
ノ
意
匠
ヲ
以
ア
・
厳
秘
ノ

表
ヲ
作

y
試
ミ
タ
V

ト
、
猶
心
二
女
カ
ラ
サ
F
所
ア

9
、
終
品
米
国
ノ
教
師
-
一
託
て
彼
邦
ノ
某
曾
枇
-
一
復

託
ミ

v.
十
政
部
ノ
書
ヲ
取
車
町
セ
タ
y
z
・
彼
曾
祉
-
て
プ
モ
、
其
邸
中
ヲ
批

ν
ナ
9
ト
hv
、
業
枇
-
一
一
於
ア
周
フ

ル
所
/
算
数
表
、
診
査
鶴
賀
験
表
、
保
生
訟
膏
ノ
書
式
T

旦
ア
取
揃
へ
ア
詮
-Y

レ
ジ
で
闘
9
、
夏
三
潜
心
熱
誠

己
主
(
異
理
及
質
地
取
扱
ノ
事
マ
ア
壬
桐
泌

v
、
彼
ヲ
模
範
ト

V
F
共
持
曾
祉
ノ
組
立
ヲ
制

v、
(
初
め
の

計
査
は
株
式
募
集
の
筈
で
あ
っ
た
の
を
、
後
に
相
互
組
織
に
改
め
た
の
で
あ
る
が
、
共
事
は
こ
、
に
省
略
苫

れ
て
ゐ
る
)
漸
P
同
志
ヲ
募
9

7
、
昨
年
(
十
二
年
)
/
九
月
z

歪

y
、
初
メ
ア
出
版
ノ
血
主
及
へ
戸
ナ
9
、

前

議

我
闘
に
於
付
る
生
命
保
険
業
白
首
唱
占
其
先
闘
っ
一
)

第
エ
十
大
巻

山，、
穴

第
五
騨

七



前

諜

抗
闘
に
机
即
け
る
生
命
保
険
業
白
首
唱
と
其
先
踊
(
二
)

第
三
十
九
谷

、、、
ノ
J
a
F

停
五
時
酔

/1‘ 

サ
V

』
共
初
メ
ヰ
ヲ
企
ア
タ
f
y
苛

dy
、
出
願
三
兆
7

7

ァ
、
月
日
7
費
旦
寸
二
年
鈴
、
(
問
治
十
年
一
月
宵

er能
め
た
時
か
ら
起
算
し
た
も
の
)
其
後
毛
今
日
二
一
宝
U
F
7
7
、
全
ク
本
業
ヲ
打
拾
ァ
、
之
-
一
従
事
て
人

ヲ
備
プ
ァ
、
枇
務
ノ
手
縦
一
切
ノ
事
ヲ
整
理

v
、
華
々
ト
ジ
ア
俗
?
見
、
且
世
田
初
ヨ

y
濁
9
産
ヲ
榔
チ
、
資

ヲ
摘
ヌ
¥
克
-
一
入
ノ
助
力
ヲ
仰
力
三
百
々
・

ど
あ
る
。
是
迄
は
大
櫨
前
記
述
怖
の
告
白
ご
相
一
致
す
る
。

此
寄
古
両
は
幼
年
激
備
保
生
王
様
岩
保
生
ご
の
殺
鳩
営
第
五
章
に
引
く
が
如
〈
カ
殺
し
た
後
「
応
ノ
仰
キ
良
治
ヲ

案
出
V

一
プ
惟
人
ヲ
恵

7
y
ト
セ
戸
後
超
人
等
カ
功
徳
』
誠
ニ
莫
大
ノ
事
ナ
片
ヵ
、
此
-
二
列
ナ
戸
五
名
ノ
入
力
、
岡

白
地
相
求
メ
、
同
時
ニ
ヵ
、
町
二
香
川
帆
ヲ
思
付
キ
タ

9
ト
イ
フ
毛
亦
不
測
ナ
ソ
」
ご
い
っ
て
ゐ
る
o
此
五
名
は
若
山
氏

の
外
、
卒
側
、
川
崎
、
市
川
、
安
田
の
五
人
の
事
か
ご
思
う
吉
、
前
じ
引
用
し
た
嘗
初
か
ら
猫
h
産
を
投
じ
て
他

人
の
助
カ
を
仰
が
な
か
っ
た
ぜ
い
ム
文
の
末
に
、

' 

終
二
本
年
四
月
頃
ヨ

y
彼
後
起
人
中
ノ
原
氏
、
続
-Y
茂
木
、
三
野
村
氏
等
ノ
義
一
一
勇
ム

E
商
カ
資
ヲ
助
ケ
戸

ニ
向
9

7
、
今
日
金
ク
事
ヲ
皐
ク
F

-
二
主
リ
タ

y
、

ご
い
つ

τを
つ
て
、
若
山
・
原
、
茂
木
・
三
野
村
山
り
同
氏
外
一
名
で
あ
っ
た
事
が
知
れ
る
。
郎
も
櫛
演
ゆ
原
善
三

郎
氏
茂
木
総
兵
衛
氏
を
始
的
、

三
野
村
利
助
氏
、
朝
比
奈
閑
水
氏
の
五
人
で
あ
っ
た
。

き
れ
ば
其
後
如
何
な
る
好

品
川
曲
折
が
ゐ
っ
た
か
詳
か
で
な
い
に
せ
よ
、
前

ω
四
富
豪
が
全
部
脱
退
し
た
代
bJ
に
、
明
治
十
三
年
四
月
よ
り
新



た
に
此
四
富
豪
の
後
援
を
得
て
‘
事
業
が
頓
に
進
捗
し
た
も
の
さ
見
え
、
六
月
に
は
濠
ね
て
提
出
中
の
願
書
に
畿

起
人
の
猿
克
に
つ
い
て
の
修
正
を
加
へ
た
o
(
t
h
事
以
後
に
設
か
う
)
寄
書
じ
は
若
山
氏
の
言
ご

t
τ
.
出
願
に
及

ぺ
る
よ
り
今
般
官
許
を
受
る
ま
で
大
約
一
年
を
経
た
吉
見
え
て
ゐ
る
。
初
め
か
ら
俳

h
に
熱
心
な
る
後
援
者
己
も

思
は
れ
な
か
っ
た
卒
岡
其
他

ω四
宮
家
に
較
ぶ
れ
ば
.
原
其
他
の
四
富
豪
の
出
資
援
助
は
氏
に
取
っ
て
無
上
の
喜

俄
で
あ
っ
た
ら
し
〈
、
義
仁
勇
む

E
商
正
の
戚
謝
の
語
を
以

τ業
好
意
に
酬
h
y

て
ゐ
る
。
思
ム
に
彼
等
の
体
制
緩
に

依
っ
て
、
許
可
の
難
闘
で
あ
っ
た
政
府
の
借
入
金
、
及
び
特
許
願
の
撤
回
正
な
り
、
難
な

f
許
可
が
下
っ
た
も
の

で
は
あ
る
ま
い
が
。
前
の
四
官
裂
の
脱
退
も
亦
こ
れ
が
錫
め
で
あ
っ
陀
h
p
ε

胞
は
れ
ぬ
F
も
な
い
o

寄
書
は
一
見
じ
新
〈
許
可
の
下
る
迄
に
約
一
年
を
要
し
た
理
向
を
端
摩
し
て
、

別
三
竹
細
ア
戸
ニ
非
λ

、
抑
人
命
保
険
ト
イ
7

3
ト
』
創
始
/
事
ナ
y
-
一
、
共
持
曾
枇
ナ
ト
イ
フ
ヨ
ト
て

且
串
岳
耳
新
-
フ
V

キ
ヨ
ト
ナ
レ
勺
其
筋
-
一

27
毛
、
種
々
ノ
合
議
ア

y
タ
w
F

ナ
レ
ト
‘
其
方
法
ノ
確
賞
ナ
庁

ト
.
他
後
起
人
ノ
廉
直
ニ

V

7
資
カ
7
y
-
F
、
頗

ZH-一
三
船
許
セ
ラ
昨
戸
、
所
ア
9

7
、
皐
寛
免
准
7
賜
川

p
タ
U
F

ナ
リ
J

、
サ
ル

4
7
m寄
託
人
的
チ
枇
曾
ノ
人
ヲ
深
ク
保
護
セ

-
7
y
、
御
越
怠
-
一
ャ
、
賞
倒
二
高
園
-
一
嘗

M

孔
公
債
設
苔
ヲ
本
枇
4

1

恨
置
ク
へ
夕
、
且
管
業
ノ
事
六
時
々
府
臨
ノ
官
真
カ
訳
出
監
漉
セ
ラ
庁
、
ト
ノ
御

指
令
ナ
レ
勺
府
郡
山
崎
ナ
ト
へ
屈
j

ナ

v--
セ
U
F

官
許
曾
枇
ト
つ
全
F
別
段
ノ
者
ナ

y
、

一
憧
共
持
曾
枇
ノ

組
立
〈
創
立
入
費
柑
営
業
ノ
家
屍
什
器
等
ヲ
欄
フ
ぞ
費
用
ノ
外
〈
別
品
資
本
ヲ
積
置
F

へ
キ
者
-
一

ïI~ 

論

議

我
闘
に
於
け
る
主
命
保
険
業
白
首
唱
と
共
先
臨
(
ニ
}

第
二
十
九
巻

ノ、
ムノ、

第
五
貌

丸



歯

叢

我
闘
に
於
廿
る
生
命
保
険
隷
由
首
唱
と
其
先
闘
っ
一
}

第
二
十
九
巻

六
六
四

第
宜
観

四
0 

て
一
百
川
、
寄
託
人
一
同
寄
ム
片
岡
ノ
曾
枇
ナ
9
、
ナ
ド
ρ

右
等
ノ
曲
賞
用
川
、
最
初
俊
鵡
人
司
WJ
出
V
詮
キ
、
出
品

身
ニ
掛
金
ノ
中
カ
ラ
之
ヲ
差
引
キ
、
又
役
員
ノ
紛
料
日
用
雑
費
等
屯
掛
金
ノ
中
ヨ

P
排
給
ス
戸
倒
合
ユ

V
タ

戸
者
-
二
7
.

武
一
依
』
脅
寄
託
人
ノ
錦
-
一
、
保
生
金
ノ
準
附
剛
ト
V
4
7
貯
泣
キ
・
之
ヲ
出
坦
締
V

7
利
盆
ノ
剣
賦
ヲ

品

月

U
F

ヨ
ト
ナ
レ
て
別
段
ノ
離
備
金
川
金
ク
い
靴
、
別
ノ
者
ナ
叫
ヘ

サ
V

』
政
府
ヨ
M
J

右
ノ
如
キ
御
指
令
ァ

y

七
本
刷
カ
世
間
品
信
邸
一
ヲ
符
戸
ノ
栂
ト
司
ナ
レ
て
誠
ニ
一
悦
』

V

キ
コ
ト
ナ

9
云
々
、

ピ
レ
り
て
居
る
。

猶
ほ
此
忠
則
書
に
は
、

こ
れ
を
掲
載
し
た
る
ピ
同

ι新
聞
の
枇
訟
は
持

ε貸
し
き
も
の
が
添
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、

そ
れ
に
は
寄
警
が
若
山
氏
の
功
労
を
設
さ
、

円
来
保
生
曾
枇
の
畿
超
人
諸
氏
の
信
を
挑
〈
に
足
る
の

E
商
で
ゐ
つ

て
、
同
枇
の
硲
倒
滋
む
一
へ
き
を
述
べ
た
る
は
、
こ
れ
を
認
む
る
も
、
庚
告
並
に
定
歎
に
載
せ
た
る
解
約
制
戻
は
弊

害
を
生
中
る
の
恐
れ
が
あ
る
か
ら
‘

こ
れ
を
摩
し
て
只
耕
輔
開
設
書
の
方
法
的
み
や
設
り
た
な
ら
ば
.

世
人
の
活

め
、
曾
枇
の
怨
め
に
、
大
な
る
利
盆
あ
る
べ
し
ご
信
守
正
論
じ

τゐ
る
。
こ
れ
は
氏
の
事
業
の
一
反
響
吉
見
る
べ

き
も
の
で
あ
ら
う
。軍

生
命
保
険
業
に
劃
す
る
若
山
氏
の
意
見

若
山
氏
の
生
命
保
険
業
に
着
目
し
た
の
は
‘
其
夜
米
中
の
事
で
は
あ
っ
た
が
、

こ
れ
を
我
闘
に
開
始
せ
ん
ご
し

た
の
は
、
明
治
十
年
氏
の
議
官
級
か
ら
で
め
っ
て
、
態
I
車
氷
別
加
か
ら
、
報
々
の
塞
考
書
類
を
も
取
寄
せ
、
熟



心
に
研
究
を
重
ね
、
叉
政
撃
、
持
率
に
閲
す
る
事
は
そ
れ
ん
¥
斯
道
の
専
門
家
に
質
し
て
理
解
に
カ
め
て
ゐ
る
。

氏
が
保
生
算
訟
を
著
し
て
・
「
保
生
寄
托
金
ノ
開
会
ヲ
知
ラ
ン
ト
欲
セ
ハ
宜
グ
保
生
日
H
給
金
算
位
、
車
保
生

N
給

金
算
法
、
成
分
保
生
世
H

給
A
V
一
算
法
ヲ
伺
得
1

へ
V
」

E
、
精
細
仁
各
計
算
法
令
一
設
明
し
て
ゐ
る
の
は
共
苦
心

ω
結

品
で
あ
る
。
而
し
で
氏
の
計
査
は
初
め
は
混
介
組
織
に
依
ら
ん
芭
試
み
た
が
、
後
に
改
め
亡
相
互
組
織
的
ら
氏
の

所
制
共
持
曾
枇
ピ
し
た
の
で
あ
る
。

私
は
北
川
山
氏
山
生
伶
保
険
曾
枇

ω
成
立
ヤ
州
ピ
し

τ、
こ
、
仁
少
し

f
氏

ω
懐
抱
し
f
b
た
意
見
抱
負
を
親
ふ

こ
記
、
し
た
い
ο

今

hyι
見
れ
ば
も
ピ
よ
h
何
れ
も
特
段
的
山
川
町
山
酌
油
で
あ
っ
て
、
堂
aq
た
る
論
吋
内
側
る
ぺ
さ
も

の
E
て
は
な
〈
、
殊
に
氏

ω
筆
正
貸
し
き
新
聞
小
川

i

寄
脊
の
如
き
は
、
通
俗
一
中
H

剖
を
旨
ご
し

τ替
か
れ
た
も

ω
で
は

あ
る
け
れ
ど
も
、
其
一
班
を
知
る
に
足
る
ピ
思
ふ
か
ら
、
先
づ
友
に
其
一
節
を
抄
出
す
る
こ
E
、
し
よ
う
。

凡
Y
世
-
一
人
ノ
親
ト

V

Y
英
子
ノ
行
末
ヲ
思
訓
子
者
山
ナ
グ
レ
ト
、
朝
ナ
タ
ナ
ノ
鋳
-
一
迫
ナ
キ
カ
ラ
ニ
、
党

エ
旦
英
数
育
毛
疎
カ
-
一
ナ

9
・
良
師
ア
レ
ト
主
抗
力
V
ム
U
F

ヲ
得
て
善
嘗
ア

ν
ト
ヱ
紳
フ
ヲ
得
て
巣
ハ

其
子
ヲ
不
準
特
飽
-
一
仕
立
ア
ゲ
、
世
ノ
笑
椛
ト
1

P

カ
多

v
・
マ

V
-
7
A
T
A
昔
ノ
世
ノ
中
ユ
非
耳
、

カ
ノ
難

波
沖
、
安
積
山
-
一
-
プ
問
ヲ
合
セ
、
金
暮
二
季
ノ
附
周
品
テ
事
ヲ
務
?
セ
V
頃
ユ
比
ス
V

川
、
串
術
技
番
共
-
一

高
向
精
密
-
一
一
巡
ミ
タ

ν
亡
率
ヒ
ノ
科
宇
多
岐
品
分

ν
、
時
時
業
ノ
費
毛
自
ク
多

v
、
サ
レ
ρ

共
子
ヲ
人
並
々

F

一
育
ア
上
グ
ン
ト
セ
ペ
親
タ
U
F

者
』
夙
品
此
等
ノ
血
耳
倍
ヲ

v
、
僅
ナ
η
ノ
ト
モ
伶
金
ヲ

t
t
7
、
月
一
度
該

前

叢

我
闘
に
於
り
る
止
命
保
険
業
由
首
唱
と
其
先
鳳
(
ニ
}

銘
二
十
丸
巻

大
六
五

第
一
宣
蹴

四



論

叢

我
闘
に
於
げ
る
止
命
保
険
業
白
首
喝
と
其
先
嗣
{
一
一
)

第
二
十
九
巻

円六一六

第
五
挽

四

枇
昌
一
頂
ケ
置
キ
、
相
時
北
(
子
ノ
満
十
年
ト
イ
ア
年
品
歪
リ
、
業
務
備
金
ヲ
養
老
保
生
ノ
掛
金
ト
引
替
円
ナ
て

毛
V
ヤ
不
幸
ニ

V
7
共
子
二
犬
死
旦
ト
毛
約
束
セ
U
F

保
生
金
山
必
ス
得
ラ
戸
、
ヲ
三
プ
、
責
7
4屯
ノ
心
慰
メ

-
一
ナ
戸
へ

F
、
叉
4
4
M

ナ
ク
成
長
セ
〈
其
頃
-
一
』
十
分
ノ
血
事
資
金
ヲ
得
ラ
F

へ
ク
、
英
高
多
グ
レ
ρ

一
家
7

興
ス
資
本
ト
屯
ナ
Y

へ
て

ヨ
』
唯
男
児
J

上
ノ
ミ
ナ
ヨ
ペ
背
ヨ

y
世
俗
ノ
言
て
女
子
ヲ
生
メ
』
桐
ノ

木
一
本
ヲ
樹
子
7
、
箪
笥
長
持
ノ
料
ニ
充
ツ
ル
ト
イ
へ
ト
、
今
川
衣
服
調
度
何
ク
レ
ト
ナ
ク
物
園
慣
ノ
昇
レ
ル

ヨ
リ
ノ
、
嫁
入
支
皮
手
容
易
ノ
市
中
-
一
川
非
ぺ
其
上
血
士
見
へ
キ
襲
術
毛
俗
ユ
グ
レ
一
ア
ム
グ
カ
V

ク
ナ
リ
ニ
タ

レ
〈
女
子
毛
タ
ラ
一
ン
人
川
、
其
落
著
ノ
定
T

ル
マ
-7
〈
男
児
ヲ
育
ツ
炉
ヨ

y
川
入
費
ノ
多
キ
コ
ト
、
党

悟
γ
、
強
7
其
手
宛
ヲ
怨
V

置
カ
ρ

、
後
U
ノ
遺
憾
少
カ
一
フ
ン
、
相
研
叉
嵐
グ
ノ
多
キ
商
買
柄
-
一
一
ァ
、
今
川
崎

メ
ク
商
人
-
一
一
ア
毛
何
時
損
毛
ヲ
1

7

V

キ
ユ
毛
非
λ

、
年
期
短
カ
キ
養
老
保
生
ヲ
寄
託

v
涯
カ
ペ
高
一
夫

敗
ア

y
ト
ア
モ
及
川
只
悔
ミ
ヲ
唖
岬
ス
コ
ト
ア
ラ
ジ
、
好
ジ
又
借
金
ア

w
人
-
一
ア
モ
異
質
上
ノ
貸
借
ナ
-
ア

川
金
主
ト
熟
談
ノ
上
、
期
限
ア
定
メ
ア
保
生
ヲ
頼
ミ
・
保
生
超
音
』
金
主
-
一
預
グ
、
自
身
ニ
ナ
相
違
ナ
ク
掛

金
セ
』
、
満
期
-
一
至

y
、
借
金
二
官
糠
ト
ナ
W

ヨ
ト
故
、
此
上
壬
ナ
キ
務

v
崩
ジ
ノ
良
策
ナ
一
フ
ス
ャ
、
若

v

叉
不
幸
ユ
一
V
5
7

期
限
前
ユ
己
レ
ρ

鬼
鍬
-
一
時
空
U
F

ト
毛
.
金
主
-
一
少
ジ
毛
損
毛
ナ
ク
返
金
ノ
済
ム
コ
ト
日
夜
、
友

ニ
信
義
ρ

欠
カ
ヌ
ナ
η
ノ
、
叉
彼
農
家
ノ
子
多
キ
山
代
々
田
地
ヲ
割
奥
へ
ア
別
家
す
A

W

ノ
朋
臼
ア
リ
ア
、
本
末

業
地
業
弐
第
ニ
減
少

v
、
困
窮
三
宝
ル
ヨ

y
、
世
俗
-
一
思
慮
ナ
キ
者
ヲ
回
フ
グ
ト
イ
プ
ト
ナ
y
、
春
山
翁
ャ



ラ
二
一
E

一
一
回
へ
ル
コ
ト
ア
夕
、
今
A

人
智
司
閲
ケ
タ

V
1
片
岡
合
ノ
倫
父
-
一

-7

毛、

Z

T

V

ゲ
レ
ト
、
背
?
今
壬
一
見
角
三
事
欠
。
毛
J

A

銭

ナ

レ

七

縦
A

ザ
ヒ
田
畑
ニ
官
ミ
タ
-
7
y
人
毛
子
多
グ

V

A

、
末
々

7

7

A

手
廻
9
カ
ヰ
、
或
川
岡
地
7

質
入
V

一
三
一
一
二
男
ヲ
片
付
グ
、
或
A

嬢
ナ
ク
粉
械
三
合
ノ

度
世
帯
ヨ
ノ
持
タ
λ

U

F

等
往
々
之
ア
ソ
、

一
二
代
ヲ
経
レ
川
貧
富
相
一
陥
9

7
、
親
類
附
合
モ
臼
-
7

出
来
カ
又
ル

例
壬
・
少
カ

-
Y
A

、
4
y
V

』
先
蔵
相
侍
ノ
地
業
毛
減
ラ
サ
1

・
家
格
毛
腔
す
三
本
末
共
-
一
永
ク
策
局
サ
ノ
セ
y

ト
心
掛
ク
ル
人
七
民
長
子
ユ
』
家
業
ヲ
全
ク
総
領
セ

ν
メ
、
自
身
山
持
政
枇
一
一
一
保
生
ヲ
託
V

佐
寺
、
実
死
-
一

金
ナ

y
生
キ
金
ナ
リ
ヲ
E
F
ア
二
一

A

一
月
父
A

仙
川
山
中
ず
/
始
末
ヲ
付
グ
勺
家

V

威
川
一
い
も
7

2
倒

セ

ス

シ

7
b
ム
容
易

ク
十
全
ノ
手
宛
主
附
京
市
bw

ナ

y
、

究
に
地
利
改
正
其
他
に
閲
す
る
若
山
氏
の
意
見
書
は
、
明
治
二
十
三
年
氏
が
逝
去
の
前
年
の
も
の

Z
推
定
古
る

る
も
の
で
ゐ
る
が
、
そ
れ
に
は
年
金
局
を
創
設
す
る
事
ピ
題
し
て
、
R

公
債
詮
虫
同
を
年
金
に
改
算
し
、

こ
れ
を
受
〈

る
人
の
一
生
に
限
る
事
ご
す
ぺ
し
正
の
意
見
を
述
べ
、
命
数
表
に
嬢
つ

τ立
論
し
た
後
更
に
生
命
保
険
的
事
業
を

年
金
局
に
麗
し

τ取
扱
は
し
む
べ
き
事
正
題
し
て
、
我
政
府
の
郵
便
局
に
貯
金
を
取
扱
は
し
む
る
は
、
小
氏
を
利

盆
す
る
に
便
利
な
仕
組
で
は
ゐ
る
り
れ
ど
も
、

こ
れ
を
生
命
保
険
の
子
孫
又
は
依
託
者
を
盆
す
る
吋
大
な
る
に
比

す
ぺ
か
ら
A
Y
E
設
主
、
突
に
左
の
如
〈
論
じ
て
ゐ
る
。

生
命
保
険
ノ
算
法
ρ

又
一
科
ノ
専
門
-
一
周
λ

戸
カ
故
-
一
、
片
紙
一
葉
ノ
説
キ
謹
A

へ
キ
エ
非
サ
レ
亡
此
-
一

論

護

我
闘
に
於
け
る
生
命
保
険
業
白
首
唱
と
其
先
甑
(
ニ
)

第
二
十
丸
谷

八
六
七

第
五
蹴

[g 



論

叢

我
闘
に
於
け
る
生
命
保
険
業
白
首
唱
と
其
先
駆
合
一
)

第
二
十
九
径

タマ

プミ

"‘ 

第
五
航

岡

田

川
唯
政
府
-
一
一
於
ア
此
頃
業
ヲ
管
メ
川
、
何
依
-
-
利
盆
多
キ
ヤ
ヲ
諦
明
Z

Y

カ
縄
目
『
、
筒
短
同
一
之
ヲ
越

7

v 、醤
で
此
ニ
依
託
者

7
y
、
其
身
ヲ
以
ア
保
険
ヲ
託

v
、
死
後
英
子
、
又
川
家
督
、
叉
川
英
姿
-
一
金
一
千
国
ヲ

賜
典
セ
ラ

v
y
ヨ
ト
ヲ
託
ス
一
V

J

、
此
一
千
回
ず
保
生
金
ト
イ
ァ
、
此
依
託
ヲ
錦
V

保
生
金
ヲ
待
y
カ掛岬品

勺
毎
月
得
三
月
、
若
P
A
毎
一
年
-
二
回
宛
掛
金
ヲ
錦
λ

ナ
リ
、
此
掛
金
品
川
二
絞
ノ
性
質
ヲ
合
メ

p
・

保
険
費
I
イ
ヒ
準
備
金
ト
イ
ヘ
保
険
費
山
同
様
ノ
寄
託
ヲ
局
見
者
死
Z

ケ
ド
・
守
て
党
一
保
住
金
-
一
充
ツ
F

者
ナ
可

J

、
単
備
金
ト
川
、
依
頼
者
中
生
ト
仔
月
戸
者
ノ
潟
=
準
備

z
w
所
ノ
者
ナ

y
、
之
ヲ
合
セ
ア
保
生
貨
捷

ト
イ
ミ
然
ド
ト
毛
地
質
提
ノ
ミ
ユ
-
プ
A

、
曾
枇
ノ
枇
費
及
利
盆
ノ
出
所
ナ
て
故
品
尋
常
保
険
ノ
掛
金
ヲ

M
E
ヂ
d

グ

骨岬
Z

、
毎
年
一
一
回
ノ
者
-
一
て
此
質
設
-
一
三
制
乃
至
四
割
ヲ
割
掛

U
Y

ナ
F
、
之
ヲ
負
蹴
金
ト
イ
フ
・
此
負
制
附

金
川
年
々
ノ
掛
金
-
一
同
一
ノ
制
合
7
以
-7
制
掛
士
屯
ノ
ナ
レ
ペ
政
府
活
V

此
事
業
ヲ
笹
T

J

、
貨
-
一
英
大

J

歳
入
ヲ
得
へ
え

共
例
を
血
事
げ
て
こ
れ
を
立
詑
し
、
官
真
を
し
て
節
約
的
風
に
化
せ
し
め
、
菜
子
孫
を

Lτ
利
恵
に
治
せ
し
め
ん

が
錦
め
に
、
高
等
官
以
上
り
官
員
は
、
必
宇
年
金
設
山
討
を
隣
ふ
か
、
生
命
保
険

-r託
す
る
か
の
義
務
を
負
は
し
b

る
の
規
則
を
設
け
ら
れ
ん
・
』

zb延
建
議
し
、

4
ン
V
4
v
a
h
，Lr

生
命
保
険
ノ
方
法
て
内
川
養
老
保
生
ト
ア
依
託
者
本
人
ヵ
一
生
ノ
閑
例
年
後
ト
定
メ
期
間
ニ
至
レ
ρ

保
生
金



ヲ
受
ヶ
、
若
uv
期
限
内
-
一
本
人
死
ス
レ
六
妻
7

ナ
ノ
之
ヲ
受
得
戸
方
法
ア
リ

J

、
官
吏
カ
善
後
ノ
計
ヲ
骨
岬
1
v
一

最
三
迎
賞
ノ
方
法
ナ

y
、
業
他
向
依
頼
者
ノ
利
便
7
計
戸
弁
-
錦
、
掛
金
ノ
仕
事
等
純
々
7

9
、

ノk

"' 
主霊

Fヒ

ー
、
若
V

下
問
ヲ
賜
で
フ
』
委
曲
奉
答
λ

へ
V

、

E
か
つ
て
ゐ
る
。

若
山
氏
内
生
命
保
険
に
腕
す
る
記
録
山
内
容
は
、
略
以
上
に
議
き
て
ゐ
る
o

こ
れ
を
見

τ先
ブ
五
円
人
の
注
意
に

上
る
は
、
欧
米
に
於
げ
る
生
俳
保
険
を
我
凶
に
採
川
せ
ん
記
す
る
に
つ
い
て
、
氏
が
英
主
明
者
で
ゐ
つ
穴
事
で
ゐ

品
。
氏

ω
姑
議
官
に
は
明
治

γ
一
年
に
品
目
別
!
た
ピ
レ
勺

1
ゐ
る
り
れ
い
と
も

同
十
二
一
ユ
司
、

E
Kメ
ゴ
通

f
r
a

J
-
4
l
t
A
t
カ

td
千
点

4

た
ご
鐙
し
き
越
悩
に
は
、
併
に
共
前
二
年
か
ら
大
限
、
安
田
、
袋
村
、
永
岡
諸
氏
に
告
げ
て
賛
意
を
求
め
た
事
が

見
え
て
を
h
、
新
間
的
寄
書
に
も
在
米
中
よ
h
詑
意
し
て
見
聞
し
、
明
治
十
年
百
を
解
か
れ
て
よ
り
後
・
先
づ
第

一
着
に
此
曾
枇
の
設
立
を
恩
立
ち
、
某
h

司
の
貴
川
刷
、
彼
E

起
山
富
商
に
出
入
し
て
其
志
を
談
じ
、
其
患
を
拘
っ
た
正

ν
っ
て
ゐ
る
o

蛍
同
の
我
凶
に
於
て
、
氏
杭
早
〈
生
命
保
険
に
閥
心
会
有
っ
た
人
は
他
に
ゐ
る
ま
い
。
氏
自
身
も

其
首
唱
者
記
る
誇
を
確
か
に
意
識
し

τゐ
た
事
は
逃
怖

ω中
に
、
氏
が
七
山
業

ω成
ら
す
し

τ閤
錨
を
極
め
っ
、
あ

っ
た
頃

ω述
懐
を
載
せ
て
、
若
L
英
志
が
行
は
れ
す
ピ
も
、
我
邦
に
で
先
鞭
を
着
け
た
ご
い
ふ
市
川
策
を
得
て
安
ん

宇
べ

L
E
い
っ
た
一
節

ωゐ
る

ωで
も
知
れ
よ
う
。
氏
は
叉
後
年
の
建
前
書
の
中
に
於

τ.
「
生
柿
保
険
ノ
事
山

本
邦
ニ
一
於
-Y
ぺ
明
治
十
一
年
品
目
邸
カ
品
目
唱
セ
ジ
ヨ

P
五
百
名
批
ヲ
品
川
J
ト

V
7
甚
シ
キ
川
狩
計
ヲ
以
一
プ
貧
民
カ

論

議

我
闘
に
於
け
る
止
命
保
険
業
自
首
唱
と
其
先
踊
(
ニ
}

錦
二
十
九
巻
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ハ
九

第
五
焼

四
五



品市

議

我
幽
r
h

於
げ
る
生
命
保
険
拍
車

ω
首
唱
と
共
先
醐
つ
一
)

第
二
十
九
巻

ハ七

O

第
五
斑

問
山
ハ

微
少
ノ
得
俄
ヲ
撹
取
月
U
F

者
ア
η
ノ
弊
風
己
品
甚
V

キ
ニ
至
ル
」
と
い
っ
て
、
其
首
唱
せ
る
事
業

ω意
外
な
る
影
響

を
説
吉
、

究
に
首
唱
後
に
成
立
せ
る
五
百
名
此
及
び
明
柏
田
生
命
保
険
曾
祉
を
批
評
し
工
、
「
五
百
名
枇
ρ

大
資
本

家
主
戸
事
ニ
斡
タ
戸
カ
故
-
一
、
其
算
法
ノ
濫
妄
ナ

U
F

ニ
似
て
今
倫
存
月
ト
雌
毛
、
窓
奥
金
ノ
全
額
ヲ
死
者
ノ
遺
族

ニ
給
λ
y
-二
小
足
ヲ
生

u
.
困
惑
極
7

Y

ヲ
以
ァ
、
立
(
首
唱
者
タ

w
一
有
資
家
(
安
田
氏
で
あ
ら
う
)
先
年
骨
ア
魁

ニ
淘
9
V
2
卜

7

9

共
仙
川
明
的
生
命
保
険
曾
枇
ノ
却
キ
て

三
菱
曾
枇
其
擁
倫
明
h
F

レ
ρ

先
ツ
危
険
ノ
忠
ハ
ナ
か

レ
、
子
万
一
三
、
a
p
、

J

L

L

し
ピ

市
山
に
代
理
府
セ
三
井
物
産
食
枇
に
託
し
て
開
業
せ
ゐ
米
随
一
ー
ー
ョ

l
グ
の
一
命
枇
の
庇

告

ω趣
旨
の
不
合
理
な
る
貼
を
指
捕
し

τゐ
る
が
、
泊
に
斯
業

ω主
唱
者
た

b
し
人
丈
に
其
批
判
は
肯
殺
に
中
つ

て
ゐ
る
。

穴

森
教
授
の
研
究
論
文
の
般
討

若
山
氏
的
執
筆
ど
鐙
し
き
新
閥
的
寄
書
に
は
「
生
命
誇
九
百
食
枇
ノ
事
漸
P
厳
ク
世
ニ
取
沙
汰
λ
b
F

寸

kr
ナ
夕
、

或
月
五
百
名
枇
或
』
何
枇
ト
ア
日
間
々
類
似
ノ
者
出
来
タ
レ
バ
云
々
」

E
記
さ
れ
℃
ゐ
る
。
そ
れ
ら
が
皆
氏
の
日
来

保
生
曾
枇

ω影
響
を
受
け
た
b
の
か
如
何
か
は
も
ご
よ
h
軽
I
し
く
断
言
す
べ
き
限
で
な
い
が
、
安
田
氏
の
共
済

五
百
名
枇
は
、
縦
ひ
表
面
は
安
田
氏
Z
潟
水
戸
務
の
某
Z
の
談
話
か
ら
思
附
い
た
や
う
に
い
は
れ
て
ゐ
る
ご
は
い
I

へ
、
蛍
附
の
安
田
氏
が
若
山
氏
Z
の
問
に
交
渉
頗
る
頻
繁
で
め
っ
て
、
安
田
氏
自
身
、
禁
事
業
に
何
秘
か
の
諒
解

を
有
も
、

一
皆
を
促
す
の
約
が
ゐ
っ
た
事
を
忠
へ
ば
・
其
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
事
は
去
も
疑
ふ
紛
地
が
な



し、。
森
滋
授
は
明
治
生
命
保
険
曾
枇
第
一
同
報
告
中
山
曾
枇
創
立
概
略
に
「
明
治
十
二
年
の
末
、
躍
間
一
中
五
郎
、
小

泉
信
吉

ω
ニ
氏
談
話
附
次
、
生
命
保
険
的
事
じ
及
ぶ
。
後
幾
も
佐
川
〈
指
田
氏
小
幡
鶴
次
郎
氏
ご
相
謀
り
て
、
先
づ

生
命
保
険
曾
枇
創
超
見
込
書
生
作
台
、

之
を
其
朋
友
に
示
し
た

h
L
に
、
生
命
保
険
曾
祉

ω設
立
を
賛
成
す
る
も

の
多

t
、
十
四
年
二
月
二
十
一
日
始
て
東
京
京
情
凶
雨
鍋
町
十
二
番
地
受
調
枇
の
一
室
を
借
・
り
て
創
立
事
務
所
己

錯
し
」
一
再
々
ピ
ゐ

ι文
巾
の
「
明
治
十
二
年
の
・
一
本
」
古
い
ム
日
附
仁
つ
い
1

て
、
{
一
)
共
掛
五
百
名
一
祉
の
設
立
E
の
闘

係
(
二
)
郵
州
国
報
知
新
聞
川
川
一
一
枇
枕
己
的
側
係
及
び
(
二
一
)
似
命
耐
岡
刷

J

こ
の
関
係
を
拙
刷
即
さ
れ
、
第
一
に
潤
し
E
は
、
共

済
五
百
名
枇
の
組
織
が
、
汁
世
間
、
小
泉
両
氏
附

ω
談
話
が
機
縁
正
な
っ

τな
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
ご
の
疑

問
を
起
苫
れ
た
。
忍
は
世
同
時
安
田
氏
に
r
閃
つ

τ生
命
保
険
業

ω開
始
を
勧
め
た
ご
い
ふ
醤
水
戸
滞
士
の
何
人
た
る

か
を
知
れ
ば
、
此
疑
を
解
〈
ぺ
き
鍵
Mr
得
ら
れ
よ
う
芭
思
ム
も
の
で
は
ゐ
る
が
、
五
百
名
枇
の
創
立
に
つ
い
て
、

昨
世
田
・
小
泉
雨
氏
の
闘
に
交
さ
れ
た
談
話
の
影
響
を
考
ふ
る
前
に
、
少
〈
Z
も
其
前
々
年
よ
b
保
生
曾
此
の
問
題

仁
つ
い

τ安
田
氏
ピ
可
な
り
親
密
な
接
鯛
を
保
も
っ
、
あ
っ
た
若
山
氏
の
事
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ら
う
正
信
宇

る
。
教
授
は
叉
明
治
十
三
年
三
月
創
業
の
共
済
五
百
名
枇
以
下
の
保
検
事
業
が
、
科
事
的
生
命
保
険

ω費
生
を
刺

戟
す
る
に
重
っ
た
や
う
に
制
測
苫
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
安
田
氏
E
若
山
氏
ご
の
交
渉
を
如
ら
れ
な
い
か
ら
無
理
も

な
い
け
れ
ど
も
.
少
〈
己
も
日
東
保
生
食
枇
ご
共
憐
五
百
名
枇
ご
の
関
係
を
見
れ
ば
、
柳
か
冠
履
顛
倒
的
嫌
が
な

石市

叢

教
闘
に
於
け
る
ぺ
一
命
陣
除
業
山
首
唱
と
其
先
匝
(
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丸
谷
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論

議

我
闘
に
ぬ
け
る
止
命
悟
険
業
由
首
唱
と
其
茄
師
会
一
)

第
二
十
九
巷

，、
七

第
五
腕

四
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い
で
も
な
か
ら
う
。
第
ニ
に
明
治
十
二
年
十
二
月
十
七
日

ω
郵
便
報
知
新
聞
的
批
説
が
市
欧
米
諸
闘
に
行
は
る
、

生
命
保
険
的
方
法
に
基
V
た
曾
枇

ω創
立
を
希
望
し
て
ゐ
た
の
は
、
是
よ
り
先
き
同
年
九
月
(
教
授
は
十
月
E
推

定
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
若
山
氏
の
向
記
述
備
に
は
内
務
大
減
雨
卿
宛
に
て
東
京
府
鹿
に
提
出
し
た
の
は
九
月
十
三
日

の
事
で
め
っ

τ共
後
十
七
日
、
東
京
山
川
臨
臨
り
申
協
に
依
h
一
見
に
剣
幕
宛
に

τ差
出
し
た
正
記
さ
れ
て
ゐ
る
)
に
於

τ阪
に
来
京
府
に
設
立
許
可
を
出
版
し
た
若
山
氏
り
保
佳
品
目
枇
の
事
貨
を
知
ら
な
か
っ
た
も

ωで
、
新
聞
記
者
己

[
一
て
は
断
る
迂
糊

ω
磯
セ
尼
れ
な
い
。
こ
れ
は
若
山
氏
川
賞
築
制
作
内
有
力
者
で
も
な
〈
、
又
十
二
年
に
一
皮
新
聞

に
投
書
し
た
ら

L
い
が
、
其
宣
仰
も
伶
h

リ
巧
妙
で
な
か
っ
た
締
め
に
、
記
者
の
注
意
に
上
ら
な
か
っ
た
の
で
ゐ
ら

う
o

第
三

ω
明
治
十
二
年

ω
末
に
、
拡
問
、
小
'
川
水

M
氏
が
生
命
保
険
業

ω
創
始
に
つ
き
物
語
っ
た

ω
は
・
束
京
生

命
保
険
品
目
枇

ω
創
立
見
込
書
が
充
分
り
練
加
を
経

τゐ
な
い
や
う
に
見
え
る
事
・
其
計
査
の
内
容
が
保
生
食
駄
の

も
り
正
大
に
類
似
[
て
ゐ
る
事
等
か
ら
、
戒
は
岩
山
氏

ω
日
成
保
生
曾
乱
胞
内
計
査
に
誘
一
揖
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
か

も
知
れ
嗣
正
の
教
授
J
U

疑
は
、
私
も
同
域
で
ゐ
る
o

若
山
氏
の
保
生
曾
枇
の
計
査
が
苦
心
惨
禍
帽
推
融
を
重
ね
来
つ

た
径
路
以
私

ω
紹
介
し
た
氏
の
自
記
に
徴
し
て
も
明
白
な
一
品
質
で
ゐ
っ
て
、
共
出
願
も
早
(
、
準
備
蓄
額
も
敷
郎

の
副
本
を
取
っ
て
煩
た
れ
、
中
に
は
印
刷
さ
れ
た
も
り
も
あ
っ
た
位
で
ゐ
る
か
り
、
(
前
記
憐
利
品
目
規
則
の
如
き

は
日
米
保
生
曾
枇
本
山
E
刷
込
ん
だ
畑
紙
に
脅
か
れ
て
ゐ
る
)
品
悼
の
計
量
者
に
依
っ

τ利
則
さ
れ
た
の
は
有
勝
山

事
で
あ
っ
た
ら
う
。



森
数
授
は
日
東
保
生
白
一
批
の
記
辿
に
嘗
っ
て
・
専
ら
大
限
候
家
川
書
類
じ
健
ら
れ
た
。
大
限
日
民
家
に
は
、
若
山

氏
が
執
事
を
縦
て
・
曾
批
判
明
則
寄
託
人
心
得
書
.
寄
託
人
心
得
川
紙
法
式
等
を
墨
し
た
事
が
越
怖
い
も
児
え
て
ゐ

る
が
、
是
等
は
例
れ
も
日
東
保
生
曾
枇
出
願
川
代
山
も
の

F
e
(
保
生
曾
批
に
一
一
一
類
ゐ
る
帯
、
以
下
数
項
り
答
締

蓄
は
内
務
省
出
刷
務
局

ω質
問
に
答
へ
た
も
の
で
あ
る
輔
、
油
備
に
抽
出
っ
て
窺
せ
ら
れ
る
)
是
よ
り
先
き
明
治
十
年

頃
保
命
留
枇
計
査
川
代
の
意
同
新
聞
も
附
附
且
弔
さ
れ
て
ゐ
る
答
で
あ
る
か
ら
、
保
命
曾
祉
に
閥
ず
る
も
の
は
そ
れ
で
め
ら

ぅ
。
非
加
数
授
は
も
ど
保
伶
げ
一
肌
ピ
い
っ
て
、
抑
山
A
H
組
織
仁
似
る
計
査
で
ゐ
う
た
も
の
を
、
後
に
相
瓦
抑
制
紙
に
依
る

富
市
に
秘
克
苫
れ
、
曾
刷
名
A
O

円
本
保
生
曾
此
己
改
め
ら
れ
た
山
は
、

如
何
な
る
殿
山
仁
依
る
か
明
ら
か
で
な
い
ピ

い
は
れ
1
ゐ
る
が

h

郡
山
氏
自
身
叫
告
白
じ
誠
れ
ば

氏
は
以
初
は
混
合
組
制
が
我
凶
情
に
最
も
適
切
な
hd
ざ
思

惟
し
た
の
で
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
後
に
至
つ

τ、
「
漸
〈
此
業
健
け
組
立
を
考
ふ
る
に
、

ミ
ユ
・

l
チ
ユ
オ

l
w
曾
枇

に
し
た
る
方
遊
に
公
中
至
嘗
を
待
た
る
も
の
な
り
」
ピ
考
へ
置
し
た
か
ら
で
ゐ
る
。
而
か
も
斯
〈
前
後
に
依
っ
て

改
諭
槌
設
の
行
れ
た
勘
機
は
全
〈
株
金
募
集

ω困
難
な
る
が
第
め
で
あ
っ
て
、
氏
自
身
株
式
募
集

ω匁
め
に
百
方

努
力
し
た
る
も
不
成
総
に
終
っ
た
斜
め
‘
失
県
の
伶
h/
、

一
時
は
政
府
に
官
俸
を
糊
訴
し
て
見
犯
が
、

共
頃
は

「
最
早
株
金
を
古
車
る
事
は
思
ひ
総
花
b
」
ご
い
っ
て
ゐ
る
程
で
あ
っ
て
、
後
に
安
田
・
川
崎
ニ
氏
よ
り
株
金
募
集
の

事
を
糊
め
ら
れ
た
時
も
.
氏
正

L
て
は
気
乗
務
で
ゐ
っ
た
事
が
温
情
に
明
記
苫
れ
て
ゐ
る
。

森
滋
授
は
叉
明
治
十
三
年
六
月
畿
行
の
東
京
総
糖
雑
誌
に
「
此
茂
治
山
儀
一
君
、
原
善
三
郎
君
、
共
他
数
名
の

論

蹟

我
闘
「
h

於
げ
る
生
命
保
険
業
白
首
唱
と
其
茄
脳
士
一
}

第
二
十
九
巻

，、
ヒ

第
五
抗

四
ブL



論

諜

我
闘
に
於
げ
る
止
命
保
険
業
山
首
唱
と
其
先
掘
っ
一
)

第
二
十
九
番

ハ
七
四

第
妊
披

五
0 

協
議
に
て
日
米
保
生
曾
枇
ご
一
百
へ
る
一
一
祉
を
創
立
し
、
生
命
保
険
り
業
w
唱
を
笹
み
昨
日
き
旨
を
其
筋
へ
蝋
凡
U

出
で
ら

れ
た
る
よ
し
。
共
倍
莱
の
仕
組
hr
悶
〈
に
、
-
夫
の
米
凶
な
ど
に
て
ミ
ユ
チ
ユ

7
U戸、

-
フ
イ
ア
、

イ
ン

V

ュー'-フ
V

J及、

ヨ
ム
パ
ニ
・
I
ピ
か
巾
す
仕
組
に
倣
ら
ひ
、
初
地
よ
b
資
本
を
募
ら
守
し

τ、
唯
だ
得
意
先
よ
り
得
比
る
手
数

料
ぜ
以

τ保
険
の
業
を
借
り
の
趣
向
な
る
よ
し
」
正
ゐ
る
記
事
ご
、
同
年
十
一
月
四
日
以
後
の
新
聞
に
「
今
般
官
の

准
允
を
得

b

日
東
山
師
生
駒
間
耐
(
人
命
保
険
)
を
東
京
日
本
杭
回
以
州
こ

I
H十
一
番
地
じ
設
立
す
L

ピ
の
若
山
氏
以
下

礎
知
地
人
五
名
越
名
〈
後
旭
人
中
楠
見
信
賞
、
永
井
直
穀
、
行
附
庄
兵
衛
り
一
二
名
は
榔
合
に
依
h
J
込
枇
)
の
開
業
際
告

の
民
告
Z
を
会
隠
さ
れ

τ、
「
若
山
氏
一
振
の
計
剖
は
、
十
二
年
十
月
に
混
合
組
織
の
保
命
曾
枇

ω
設
立
を
出
願

し
、
そ
の
認
可
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
真
に
十
三
年
六
月
に
相
互
組
織
の
日
東
保
生
曾
枇
の
設
立
を
出
願

し
、
同
年
T
月
に
之
を
認
可
せ
ら
札
た
も
の
Z
了
解
し
得
る
り
で
あ
る
」
ご
推
断
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
其
結
も
事
質

に
相
違
が
ゐ
る
o

成
税
若
山
氏
の
最
初
り
計
査
は
混
合
組
織
の
保
命
曾
枇
設
立
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
其
後
氏
は

品
山
計
査
を
拘
っ

τ、
相
互
組
織
の
日
東
保
生
曾
枇
を
創
立
す
る
ニ
正
、
な
り
、
明
・
治
十
二
年
九
月
(
十
月
で
な
い
r

事
は
前
に
正

Lτ
泣
い
た
}
始
め
て
出
願
し
て
以
来
は
日
東
保
生
曾
一
批
で
ゐ
つ

τ、
保
命
曾
批
正
し
て
願
出
で
た

事
質
は
な
い
1
0

而
し
て
日
東
保
生
曾
枇
仁
闘
す
る
新
聞
の
寄
稿
中
、
「
若
山
氏
ノ
言
一
二

巳
ニ
出
願
-
一
及
へ

Jレ

ヨ

9
今
般
官
許
ヲ
受
市
川
マ

7
.
大
約
一
年
ヲ
経
タ
W

川、

別
-
一
仔
細
ア
U
F

手
持
λ

、
」
一
五
々
正
V

っ
て
、
耳
新
ら
し
き

共
持
曾
枇
に
劃
す
る
其
筋
の
金
読
の
手
間
取
り
し
斜
め
で
ゐ
る
ご
説
い
て
ゐ
る

ωは
、
十
二
年
九
月
の
出
願
が
、



十
三
年
十
月
に
許
可
に
な
っ
た
事
芭

一
致
す
る
。
東
京
総
務
雑
誌
に
見
え
た
若
山
、

原
氏
等
の
出
加
の
記
事
は
、

英
仏
附
始
め
て
日
米
保
生
曾
批

ω
設
立
を
願
出
で
犯
意
味
で
は
な
〈
.

説
明
起
人
の
縫
夏
よ
b
願
書

ω修
正
を
な
し
た

も
の
を
聞
き
違
へ
た
も

ωで
あ
ら
う
。
或
は
許
可
の
難
闘
で
ゐ
っ
た
奔
借
金
の
知
、
十
筒
年
の
管
業
嫡
占
楢
の
貼

を
修
正
し
て
願
書
を
提
出
し
た
も
の
か
も
測
h
難
い
。
併
し
日
東
保
生
曾
枇
其
者
の
出
願
は
、
般
に
其
前
年
の
事

で
あ
っ
た
か
ら
、
若
山
氏
は
出
願
以
来
許
可
迄
、

一
年
間
を
経
過
し
わ
ん
芭
い
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
若
し
認
可
が
得

ら
れ
い
な
か
っ
た
も
の
を
、
改
め
て
出
願
し
た
ち
り
な
ら
ば
、
氏
が
斯
(
い
ふ
笹
は
ゐ
る
ま
い
。

E
2
L
I
L
-
-
ニ
「
二

l
、

m
y
r
-
-
M仇
d
a刑

ω
開
業
凶
蹴
川
町
に
約
つ
[
司

臨
時
柴
そ
開
始
し
作
事
貨
は
仰
つ

C
ぬ
な
い
v
o

、
れ
に
封

し
て
、
森
教
授
は
「
阿
枇
が
遂
に
管
業
を
開
始
す
る
に
至
ら
す
し
て
消
滅

L
た
小
主
た
る
理
由
は
、
恩
借
金
も
無

(
-
基
金
b
M鳴
い
が
た
め
に
、
創
来
設
叫
A
ぴ
新
契
約
品
質
に
困
難
を
戚
じ
た
匁
で
は
ゐ
る
ま
い
か
。
た
己
ひ
第
一
向
凶

立
銀
行
ゆ
背
設
(
-
拍
布
、
茂
木
、
三
野
村
三
氏
共
に
第
百
同
五
銀
行
の
重
伎
で
あ
っ
た
)
を
有
す
る
に
も
せ
よ
、
ま
た

三
大
賞
業
鉱
山
り
名
を
は
官
超
人
中
に
列
す
る
に
も
せ
よ
、
彼
等
は
相
瓦
曾
枇
ご
し
亡
純
資
本
で
ゐ
る
ζ

子
官
僚
件
ご

し
て
賛
成
し

τ居
る

b
ω
Z
考
へ
ら
れ
る
か
ら
・
響
楽
囚
維
の
際
じ
充
分
な
る
財
政
上
的
援
助
を
奥
へ
る
・
『
子
宮

欲
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
o」

Z
ω
推
測
を
下
さ
れ
て
ゐ
る
o

或
は
さ
う
し
た
事
情
が
ゐ
っ
た
か

も
知
れ
ぬ
。
新
聞

ω寄
書
に
操
る
も
、
政
府

ω認
可
指
令
に
は
、
(
ニ
質
問
偶
武
市
内
固
に
嘗
る
「
公
債
読
書
を
本
一
枇
に

積
泣
〈
一
帯
、
士
二
管
業

ω事
は
時
々
府
胤
の
官
民
が
減
山
脱
税
す
る
事
正
の
一
二
傑
件
を
附
古
れ
た
市
中
が
見
え
る

じ首

3官

我
凶
に
於
り
る
生
命
保
険
業
山
首
哨
と
其
先
刷
合
一
)

銘
↓
一
十
小
川
巷

ム
七
五

都
新
腕

li. 



両信

識

我
闘
に
於
け
る
生
命
保
険
業
山
首
唱
と
北
免
踊
つ
一
}

第
二
十
九
得

ハ
七
六

第
五
規

五

が
、
共
中
仙
偶
者
は
兎
に
角
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
後
起
人
中
的
宮
家
を
煩
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
一
』
芭
言
ム
迄
も

、品、。

f
i
b
 

話、

59zτ
彼
新
聞
山
寄
稿
に

「
義
-
一
勇
ム

R
商
カ
資
ヲ
助

p
w
-一
山
9

7
今
日
益
ク
事
ヲ
患
グ
戸
ニ
至
ヲ

タ

y
」

t
h
r
「
其
方
法
ノ
確
賞
ナ
U
F

ト
、
他
後
混
入
ノ
廉
直
-
一

v-プ
資
力
ア
ル
ト
、
頗
立
民
-
一
宅
一
部
許
セ
-7

戸
、
所

ア

9

7
・
皐
捻
危
地
7

賜コ
J
F
p
r
ナ

P
J
Z
氏
Mr
惟
提
仙
川
hr
な
か
っ
た
彼
等
富
豪
が
、
開
業
間
際
じ
出
資
を
肯

ん
世
す
し
て
、
曲
目
業
不
能
の
絹
地
に
陥
ら
せ
で
ゐ
ら
う
か
。
併
し
同
枇
が
開
業

ω
時
四
告
を
山
し
て
J
b
v
以
来
・
判
別

則
古
川
沿
附

frs中
山
ム
つ
る
も
的
日
に
百
佐
以

t
数
ム
る
仁
針
し
-L
御
関
山
諸
制
は
制
球
耐
を
倒
は
百
人
ピ
の
新
聞

民
告
を
出
し
て
ゐ
る
の
を
見
る

t
.
事
小
な
が
ら
財
政
的
逼
迫
伝
情
示
し
て
ゐ
る
も
の
E
も
考
へ
ら
れ
、
叉
同
業

者
中
、
同
枇
山
山
開
業
前
よ
h
一
、
世
の
信
用
を
失
は
せ
ん
が
翁
め
仁
柿
々
的
思
宜
仰
を
な
す
も
の
が
ゐ
る
Z
ω
新
聞

記
同
市
が
見
え
た
り
、
同
一
此
り
定
欽
・
及
び
康
告
に
見
ゆ
る
解
約
制
民
包
帯
が
絞
賠
な
る
寄
託
者
に
来
世
ら
れ
て
、

曾
此

ω国
止
〈
ご
な
る
恐
れ
い
ゐ
る
事
を
指
摘
し
た
新
附
訓
話
等
一
か
現
れ
た

b
、
開
業
前
よ
h
荷
主
向
白
か
ら
ぎ
る
事

愉

ω存
在
し
た
事
も
考
慮
に
入
れ
て
よ
か
る
べ
〈
、
叉
笠
十
四
年
氏
の
任
官
に
依
っ
て
曾
枇
の
中
心
人
物
を
失
つ

た
事
も
賞
然
出
合
さ
る
ぺ
き
で
あ
ら
う
。

七

日
東
保
生
曾
一
耽
の
生
命
保
険
奥
上
に
於
け
る
地
位

斯
〈

τ生
れ
出
づ
る
悩
み
は
遂
に
こ
れ
を
愈
や
す
の
術
も
な
(
、
我
闘
最
初

ω
生
命
保
険
曾
祉
は
、
設
立
認
可

を
得
た
ば
h
r
h亡
、
後
者

ω明
治
(
も
ご
東
京
)
生
命
保
険
曾
刷
に
此
祭
器
ゐ
る
地
位
を
譲
っ
て
寂
滅
に
騎
し
た
己



思
は
る
、
の
は
、
英
理
由
り
如
何
を
悶
は
す
、
哀
れ
果
敢
な
き
運
命
で
ゐ
っ
た
。

一
身
一
家
の
利
害
を
犠
牲
に

L

τ、
こ
、
迄
事
業
を
進
め
て
行
き
乍
ら
、
新
る
本
意
な
き
最
後
を
ま
5
ん
¥
ピ
見
せ
つ
り
ら
れ
た
若
山
氏
た
る
も

の
、
何
Z
し
て
も
あ
き
ら
め
ら
れ
な
か
っ
記
で
め
ら
う
o

併
L
氏
以
他
迄
も
皐
者
胤
の
先
録
者
で
あ
っ
て
、
事
業

家
山
り
素
質
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
通
怖
を
見
て
も
、
貸
業
芥
の
奇
傑
安
田
善
究
郎
氏
等
に
郁
訴
事
れ
乍
ら
、
官
宅

も
こ
れ
を
悟
ら
作
弛
か
っ
た
様
子
は
徐

h
に
も
人
桁
の
至
純
芭
に
同
情
語
れ
る
。
氏
は
永
久
に
我
闘
じ
於
り
る
生
命

保
険

ω湾
球
期
に
於
り
る
唯
一
の
先
録
者
で
あ
b
・
又
科
率
的
生
命
保
険
業
の
首
唱
者
た
る
築
審
セ
柑
ふ
べ
き
人

で
ゐ
つ

1
・
曾
枇
事
業
の
成
敗
U
必
す

L
も
一
縦
附
串
者
ご
し
て
の
氏
を
累
す
吋
き
重
大
な
る
失
錯
ピ
見
る
t
き

E
は
あ
る
止
い
o

縦
ひ
氏
的
事
業
は
不
成
立
に
修
っ
た
芯
は
い
w

へ
、
こ
れ
じ
誘
説
話
れ
て
、
生
命
保
険
判
枇
勃
興

の
機
運
を
促
進

L
・
明
治
生
命
保
険
品
目
枇
共
他

ω
有
力
な
る
曾
枇
的
設
立
正
な
っ
て
、
我
凶
に
於
り
る
生
命
保
険

事
業
内
後
述
に
貢
献
し
た
ど
す
る
な
ら
ば
、
出
山
吉
意
義
に
於
て
氏
的
成
功
正
一
有
倣
す
を
得
ぺ
〈
.
我
闘
に
於
け
る

保
険
業
者
は
宜
し
〈
氏

ω
第
佐
多
ご
し
て
永
久
に
戚
謝
を
捧
げ
な
げ
れ
ば
な
る
ま
い
。

そ
れ
に
つ
い

τ私
的
遺
憾
じ
地
へ
な
い
の
は
、
目
躍
迄
我
闘
に
於
げ
る
生
命
保
険
曾
枇

ω
起
訴
を
説
〈
も
の
が
、

何
れ
も
共
済
五
百
名
枇
を
生
命
保
険
の
急
先
鋒
E
し
て
次
に
明
治
生
命
保
険
株
式
曾
枇
を
血
中
げ
セ

h
、
(
岩
間
六

郎
氏
著
保
険
小
市
民
的
如
、
き
)
共
済
五
百
名
枇
を
以
て
本
邦
生
命
保
険
的
関
組
ご
い
ふ
を
一
台
認
し

τ、
共
催
に
生
命

保
険
り
思
想
を
受
付
た
る
じ
止
る
も
の
正
し
乍
ら
、
備
は
明
治
生
命
保
険
曾
枇
を
以
て
、
我
闘
に
於
り
る
生
命
保

訴証

議

我
闘
に
於
肘
る
庄
市
僻
貼
四
議
山
首
唱
と
拡
先
制
(
ニ
)

第
二
十
丸
容

武
士
七

日
府
軍
蹴

"11. 



Euli 

議

我
凶
に
於
け
る
生
命
保
険
業
山
首
刑
冒
と
共
先
脳
会
一
)

第
ユ
十
九
巷

六
七
八

第
五
腕

主E
pq 

険
副
業

ω鴎
矢
正
し
、
(
削
指
油
精
一
品
此
若
本
邦
品
於
ゲ
W

保
険
事
業
ノ
沿
革
路
の
如
き
)
斯
業
の
率
先
者
正

Lτ
生

れ
た
も

ω
t
t
る
も
の
ば
か
h
で
あ
る
。
(
設
幾
久
若
日
本
生
命
保
険
業
史
的
如
き
)
さ
り
乍
ら
本
邦
生
命
保
険
事

業
の
活
雌
此
己
い
は
る
、
物
袋
女
清
久
氏

ω談
話
正
し

τ、
日
本
生
命
保
険
業
奥
に
引
用
吉
れ
た
も
の
を
見
る

ピ
、
明
治
生
命
保
険
株
式
曾
枇
の
俊
越
は
明
治
十
二
年
吋
末
頃
に
、
一
一
一
議
の
荘
回
、

小
泉
岡
氏

ω曾
談
内
際
、
話

頭
に
上
っ
た
の
が
始
で
あ
る
古
い
は
れ
て
を
る
。
般
b
仁
一
」
れ
を
事
賞

t
す
る
も
、

日
東
保
生
曾
枇
の
出
閥
よ
b

何
筒
月
か
後
の
訓
で
ゐ
品
。
斯
〈
C
翌
十
二
一
年
に
宣
っ
て
班
問
、

小
泉
耐
氏
の
一
列
，

小
船
鈍
次
郎
氏
、
阿
部
泰
減

氏
等
も
加
っ
て
、
創
立
準
備
仁
着
手
す
る
事
正
な
っ
た
も
の
、
、

b

品
交
詞
枇
の
一
室
を
借
受
け
て
創
立
事
務
所
に

充

τ、
阿
部
、
物
集
女

ω雨
氏
が
主
ご
し
て
調
査
を
館
任
し
た
の
は
、
翌
十
四
年
二
月
か
ら

ω事
で
あ
っ
て
、
六

月
十
三
日
に
設
立
脚
奮
を
出
し
、
同
二
十
九
日
に
許
可
の
指
令
が
下
b
、
七
月
八
日
に
第
一
回
の
株
主
総
曾
合
開

い
た
ZW
み
の
る
か
ら
、
何
れ
に
し
て
も
明
治
生
命
保
険
株
式
曾
枇
の
事
業
は
.

日
東
保
生
曾
枇
に
後
れ
て
ゐ
る
。
而

か
も
前
者
は
三
菱

J

己
鹿
勝
義
挫
己

ω背
設
が
ゐ
ム
リ
、
経
笹
者
に
も
英
人
を
得
た
潟
め
に
、
年
を
逐

F

フ
て
降
雌
E
な

h
-
級
夏
に
帝
国
生
命
保
険
・

日
本
生
命
保
険
等

ω堅
貨
な
る
大
曾
枇
の
繍
出
合
も
加
へ
て
、
生
命
保
険
業

ω長

足
な
る
進
歩
を
議
ぐ
る
仁
至
っ
た
ご
は
い
ひ
乍
ら
・
英
起
訴
沿
革
を
説
〈
も

ωが、

一
言
も
出
願
期
の
最
も
早

〈
、
設
立
認
可
迄
も
受
げ
て
世
間
に
畿
表
さ
れ
た
日
東
保
生
曾
祉
の
事
に
言
及
す
る
も
の
な
〈
.
且
つ
専
ら
ニ
れ

を
計
査
し
た
若
山
氏
の
努
力
が
全
然
葬
ら
れ
て
嘗
業
者
す
ら
多
く
知
る
も
の
が
な
い
。
こ
れ
私
的
一
故
人
に
劃
し
て



気
の
毒
の
戚
に
堪
へ

F
る
ピ
同
時
に
、
賞
業
者
の
此
先
魔
者
に
酬
ゆ
る
道
を
謹
〈
さ
u
y

る
を
歎
は

L
〈
忠
ふ
も
の

で
あ
る
。

若
山
氏
の
期
業
に
劃
す
る
努
カ
£
共
仁
志
る
べ
か
ら
ぎ
る
は
、
大
限
重
信
侯
の
氏
に
劃
す
る
援
助
で
ゐ
ら
う
。

侠
は
初
め
か
ら
深
〈
氏
の
計
査
の
美
事
な
る
を
認
め
、
竪
川
県
副
事
仁
首
る
ぺ
き
を
識
し
、
自
身
華
族
に
掛
す
る
株
金

募
集
に
謹
カ
す
べ
き
を
約
L
、
時
の
四
時
遁
局
長
(
原
文
に
は
騨
遮
顕
正
ゐ
る
も
騨
遜
局
長
の
諜
で
め
ら
う
)
前
島
密

民
が
英
閥

ω例
に
倣
つ

τ騨
越
局
じ
於
て
生
命
保
険
業
を
取
扱
は
ん
己
嫌
議

L
花
時
の
如
き
も
、
若
山
の
志
を
議

げ

L
U
ぺ
L
ご
い
っ
て
、
噂
}
れ
を
尽
け
た
。
も
と
よ
り
共
援
助
は
精
紳
的
に
止
っ

τゐ
た
ら
し
い
け
れ
ど
も
、
氏

は
供
を
見
γ

心
事
古
川
叫
が

ι諒
父

ω如
J
.
如
何
な
る
闘
厄
に
調
ふ
も
、
候
の
一
一
吉
4
附
ま
古
れ

τ副
知
匁
を
抜
ひ
起

L
っ
、
.
取
て
雌
局
に
蛍
っ
た
事
は
、
幾
度
か
其
告
白
に
戚
激

ω僻
を
以

τ繰
返
さ
れ
て
ゐ
る
ご
こ
ろ
で
あ
る
。

生
命
保
険
菜
に
劃
す
る
氏
の
功
践
を
読
(
も
の
は
、
同
時
に
大
限
俣
の
援
助
を
徳
ご
す
べ
き
で
あ
ら
う
o

品
川
揃

二
郎
氏
の
如
き
も
亦
氏
に
好
意
を
寄
せ
た
一
人
で
あ
っ
て
、
其
外
闘
の
死
己
表
に
掠
る
こ
ご
な
〈
.
他
迄
も
我
国

の
ah'探
求
じ
暴
君
・
珊
判
自

ω一
命
数
十
衣
ヤ
調
製
せ
ん
事
h
t
銭
恕
し
て
巳
止
な
hr
っ
た
の
は
、
官
時
に
ぬ
っ
て
は
、
確

か
に
一
隻
眼
を
具
へ
た
人

ε謂
ふ
べ
き
で
ゐ

ιぅ
。
(
完
)

誼

議

牝
圃
に
焼
け
る
止
命
惇
険
業
。
古
唱
と
作
時
党
固
(
ニ
)

第
二
十
九
患

六
七
九

第
五
披
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